
　旧陽成小学校の屋内運動場とプールを㈱ＦＲＯＮ
Ｔ－Ａが利活用することが決定。野球の屋内練習場
とイベントスペースとして地域の賑わいを創出する
施設に改修され、「P

プ レ イ

LAY S
ス ペ ー ス

PACE Y
ヨ ウ ゼ イ

OZEI」として 10 月
31 日（日）にオープンしました。竹の集成材を利用
したバットの製作や野球ボールの再利用など、SDGs
の取り組
みも積極
的に行わ
れていま
す。

　10 月 15 日（金）、川内なでしこライオンズクラ
ブより、さまざまな理由で生理用品を購入できない

「生理の貧困」問題を受けて、川内中央中学校と平佐
西小学校に生理用品（50 パック）が寄贈されました。
今後はそれぞれの学校で大切に活用させていただき
ます。

　10 月 16 日（土）、国際交流センターで青少年育成
の日のつどい・子ども会大会が開催されました。意
見発表、子ども会の取り組み紹介や、最近問題になっ
ている「若者の行

こ う

動
ど う

嗜
し

癖
へ き

」が、健康・家庭・生活・人
間関係などに大きな悪影響を及ぼしていることを学
びました。
※ 行動嗜癖：ある特定の行動や一連の行動プロセス（ゲームやイ

ンターネットなど）を依存対象とする依存症

子どもたちの健全育成を願って「生理の貧困」解決にむけて

　10 月 12 日（火）、川内商工高校２年生７人に、15
日（金）、川内高校１・２年生に対し、「薩摩川内市
みらいアドバイザー」の委嘱が行われました。これ
は「課題研究」や「総合的な学習・探究の時間」の授業
で地域課題の解決策をまとめ、市へ政策提言を行う
ことを目的としたものです。

　市民の方から、入来支所などにかわいらしい柿の
置物を頂きました。これは、盆栽用の柿（ロウヤガキ）
が、自宅の庭で約 200 個の実をつけたため、干し柿
にし、秋を感じたいと趣味で作られたものです。入
来支所、入来温泉湯之山館に展示され、訪れた人々
に小さい秋の癒やしを届けていただきました。

球児の夢を後押し　屋内練習場を整備 高校生が政策提言
薩摩川内市みらいアドバイザー

▲��入来温泉湯之山館 ▲��入来支所

▲��川内商工高校 ▲��川内高校

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

入来の小さい秋　見つけた

▲文部科学省ＨＰ　
　（行動嗜癖について）
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